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【目的】 茶カテキンの一種であるエピガロカテキンガレート（EGCG）は様々な機

能性を有することが報告されているが，その生体利用性は非常に低いことが明

らかとなっている。その要因として，管腔内の pH 環境下で容易に酸化重合され

ることが挙げられる。そこで，難消化性炭水化物の摂取が管腔内の pHを低下さ

せることに着目し，管腔内でのEGCGの安定性を保つことで血中EGCG濃度が

増加するという仮説を立てた。一方，シクロデキストリン（CD）は茶カテキンの渋

味低減に寄与する難消化性のオリゴ糖として利用されている。そのタイプは，グ

ルコース数によってα，β，γ-シクロデキストリン（αCD，βCD，γCD）に分類

される。本研究では，CD をラットの食餌に配合したときの EGCG の血中濃度に

及ぼす影響を調べた。 

【方法】 0.3％（w/w）EGCG 食を基準とし，これにαCD，βCD，γCD をそれぞ

れ 2.5%配合した食餌を作成した。これらを Wistar 系の雄ラットに 2 週間自由摂

取させた（各群 6 匹）。飼育期間に糞を回収し，飼育終了日には血液と盲腸内

容物を採取した。血漿中 EGCG濃度は，HPLCを用いて測定した。盲腸内容物

中の乳酸は，市販の測定キットを用いた。糞中の腸内細菌叢は，16S rRNA 遺

伝子 V3～V4領域を対象としたアンプリコンシーケンス解析によって実施した。 

【結果及び考察】 EGCG を単独で摂取させた群の血漿 EGCG 濃度は 0.19±

0.06 µMであったのに対し，βCDの 2.5％添加によって 0.59±0.35 µMに上昇

した（p<0.05）。αCD とγCD を配合した場合では，血漿中 EGCG 濃度に有意

な上昇は認められなかった。盲腸内容物の pHは EGCG単独群と比較していず

れの CD の添加によって有意に低下したが，βCD 群が顕著であった。腸内細

菌叢の解析により，βCD の配合は Bifidobacterium の割合を高めることが認め

られた。以上より，βCDは腸内細菌による発酵基質となり，腸管腔内の pHが低

く保たれることでEGCGの管腔内での安定性に寄与し，そのことによって血漿中

の EGCG濃度の上昇がもたらされたと示唆された。 
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